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1８
＊何の役にも立たなかったので、真剣に受けることが出来なかった。
＊授業回数が少なく、何をやっても中途半端だった。
１．の回答で３「どっちとも言えない」と答えた理由をあげてみる。
＊授業によって英語の力をつけようと考えるのであれば、あまりに時間が短い。
＊少しはヒアリングの力がつくと思って真剣に聞いていたのに、依然ヒアリングの点が全然
とれず失望している。ただ、発表の機会があり、曰頃よくわからない友達の面白さに触れ
られて楽しかった。
＊息抜きの時間にすぎなかった。
＊中途半端で何の力をつけようとしているのかよくわからなかった。
＊ヒアリングの力が少しはついたかもしれないが、毎日聞くラジオ英会話の方が効果があり
そうに思ったから。でも楽しかった。
＊Nativeの英語を聞けたのはよかったが、時間が少なかったので、効果があったと思えな
い。
このようによしとするもの、そうでないものと意見は色々である。「よくなかった」「どっち
とも言えない」と答えた者の中にも、授業は楽しかったが、時間的少なさを理由に効果の点で
否定的、中間的に答えたと思われる者がおり、時間を増やす、つまり継続して学習すると又考
えも変わるかもしれない。英語が得意、不得意によっても意見は違ってくるが、全体として授
業そのものに対する生徒の感想はよかったと思うものが多いと結論を出してもよい。よしとす
る者の中には冒頭に掲げた外国語の目標に非常に近い理由を挙げた生徒が何人かいたというこ
とを考えれば、この授業は１年間決して無駄ではなかったといえる。
２～５については、リスニングとスピーキングの力はついたものの、リーディング、ライテ
ィングの力はつかなかったと答えた生徒が、圧倒的に多く、この点が今後考えていかなければ
ならない所だと思う。
また、授業を行なう教科は圧倒的にリーダーが多かった。４の数字は回答無しである。リー
ダーと答えた理由として、
＊英語を全体的にみて楽しむ時間であってほしいから。
＊作文、リーディング、ヒアリングと様々な要素を均等に盛り込んでいるため。
＊リーダーのテキストの内容の多様性に合わせてJanet先生の色々な考え方、アメリカ人の
考え方を知ることが出来たから。
また、７の授業希望として、
＊英語でディスカッションをする。一つの議題について拙い英語でもよいから意見をいう。
自己表現の力が付き、海外でもうまくやっていけると思うので。
＊辞書にでていないスラングを教えてほしかった。
＊物語を一緒に読む。
＊４，５人の班で自由に英語で会話する。
＊授業というよりもっと打ち解けた形で出来たらよいと思う。（机を下げて、椅子だけで話す
とか､､､）
＊Janet先生の歌がもっと聴きたかった。
ディスカッションを希望していた者が数人おり、生徒たちの拙いながらやってみたいという
意欲がうかがわれた。本校では新指導要領ではコミュニケーションＡを実施することにしてい
るが、発展させてコミュニケーションＢ、Ｃの内容も入れてみるよう、一考の余地がある。
(オ）け）と（エ）からわかったこと
5２
１年間のＴｅａｍTeachingの経験と生徒の感想から気づいたことをまとめてみる。（参考：
ＡＥＴとつきあう18章ｐ､156）
［良い点］
ｉ生徒にとって生きた言語、コミュニケーションを実感させることが出来る。
ｉi少しでも意志を通じ合えた時の喜びは大きく外国語学習の動機づけとなり、学習意欲
を高めることが出来る。例えば、成績のふるわない生徒でも発音、イントネーション
がよいと讃められろと意欲が出てくる。
iii考え方や習慣の共通、差異がわかり、国際理解へ－歩近寄る。
ｉｖ発音、イントネーション、ゼスチャーなどの重要性、意味がわかる。
ｖ教師にとってもNativelnformantとしての意義は大きい。
［良くない点］
ｉ都道府県のＡＥＴと違って、常勤しているのではないこと。教師及び生徒との接触は
その時間だけに限られるし､講師が生徒一人一人理解する時間が少なすぎる。
ｉi常に次回の予定を－週間前に組んで授業の範囲とアメリカ人講師のやって貰う内容の
おおまかな打ち合せを済ます必要があるので、教師側の負担が大変大きい。
iii当曰は、授業直前の数分で打ちあわせをしてその曰の授業に臨むので、最初の時間迄
に手直しがきかない。やって見るしかない。
［授業のための留意点］
ｉ各レッスンの目標を明確にしておく。
ｉｉ授業計画と方法・内容は曰本人教師が主動的に作って打合せる。
iii生徒のつまずきの原因を外国人講師にもよく理解してもらって、克服するようにして
いく。
ｉｖ普段の授業でも英語で生徒に語りかけ、外国人講師の時間が終わるとがらっと元に戻
ることのないようにする。
ｖ１時間をいくつかの部分に分けて生徒の集中力の焦点を変えながら授業を進める。
ｖｉ教師と外国人講師だけのやりとりを続けて生徒の参加のないのはよくない。生徒を外
国人講師と直接接触の機会をなるべく多くする。
vii事前の打ち合せと事後の点検、反省の時間をとるよう努力する。
ｖiii二人三脚は呼吸が合わないとうまく行かない。相手の性格をつかんで授業を進めるよ
うよく配慮しなければならない。
(力）今後の取り組みについて
こうして平成２年度は終わろうとしている時に、平成３年度の採用計画を提出することにな
った。生徒の感想と曰本人教師の気づいた点をまとめて次のように書いて提出した。
「教育効果の概要」として、
①ネイティブスピーカーの発音、時には発想も生徒が直接学ぶことが出来た。
②英語に対するモテイベーションになった。
③英語のプラクティカルな側面にも注意が与えられ、実感として生徒が納得出来た。
④平成２年度のネイティブの人柄がたいへん良かったので、外国人恐怖、コンプレックス
が最初の頃に比べて解消され、生徒も講師も授業を楽しく出来た。
「採用計画」として、
生徒が直接ネイティブスピーカーから吸収する機会が多いほど効果がある。どんな簡単
な文でも口に出して言うのが困難であることは２年度に経験済みであり、しゃべる機会
メ
5３
を出来るだけ多くし、しゃべろうとする努力を生み出す動機づけが大切であると考え、
１年と２年のリーダーを中心に教師、外国人講師、生徒の三者一体となった授業を目指
し、ティームテイーチング方式により、週６時間（１クラス１時間）授業に参画させる
もの。
こうして平成３年度も平成２年度と同額の予算がついた。現在、１年、２年とで他の先生方
がティームティーチングを行なっている。
「英語学習はコミュニケーションを目指している。言語使用場面で自分の考えや感情がうま
く相手に伝わっていくような生きた英語力の養成が急務である｡」（英語授業を魅力的にｐ,29）
とすれば、ティームティーチングは教師の協力的指導によって授業の中で、このような目的を
達成するための効率を高めようとするものである。単に「日本人教師が外国人講師と一緒に授
業をする」（英語教育学概論ｐ285)というとらえ方をしないで、コミュニケーションを目指し、
さらには、コミュニケショーンのもっと進んだ形であるinteractionを目指したいと思ってい
る。１年目は進度の事を考えたので、あまりテキストを離れることはなかったが、次回は時間
さえ許せばテキストを離れて、CoasttoCoastや感情表現集のような題材をふんだんに扱って
いきたいと思っている。
また平成２年、３年は学年進行で外国人講師との授業を入れたので、現３年生は１年間のみ
の経験となった。前項の授業希望でもあったように、ディスカッションが出来るようになるに
は、是非とも１年から３年までの外国人講師との継続授業が望まれる。とすれば、前回の失敗
はくり返したくないが､やはり今後は３年生にも予算がついて､３年間継続して､ティームテイー
チング出来ることが望ましい。
5.事務上の手続き
新規の外国人講師には以下の事務上の手続きが必要であり、これには大半、英語科の教師が
あたる。
(1)講師探し－－知人、友人のってで捜すが、滞曰外国人の家族が望ましい。
(2)講師該当者が見つかったら、次の書類を作成する。
①履歴書（市販されているもので、本籍地の入っている用紙を使用する｡）
（英文､『日本文、写真不要）
（作成に当たって）
学歴義務教育卒業後の入学・卒業（修了・退学）を順に記入する。
職歴採用・移動・退職事項について年次順に記入する。
免許資格免許資格の取得年月日、種類を記入する。
②健康診断書（当校指定用紙、金沢大学保健管理センター）
③外国人登録証明書（写）
④パスポート（写）
⑤非常勤講師に係わる教授（又は実習）許可申請書（指定様式）
（本校より石川県教育委員会教職員課へ）
⑥身元保証書（指定様式）（本人から法務省へ）
⑦資格外活動許可申請書（本人がしてくる）
（法務省）名古屋入国管理事務所金沢港出張所
⑧非常勤講師の委嘱承諾書（指定様式）（本人から金沢大学へ）
⑨印鑑の作成（カタカナのもの）（本人）
5４
⑩銀行への振込み用紙（口座がなかったら開く）
6.終わりに
交換留学生に始まり、文部省の外国人英語担当講師導入と実践までの経過、授業例を通して
気づいた事を述べて来た。このまま英語担当講師制度が定着するものならそう願いたいが、こ
の企画は３年計画で進めているものだから、３年経過後一体どういう方向に落ち着くものか、
今のところ、全く予想がたたない。しかし、現在、中学校、高等学校で実践しているその報告
から、文部省もこの企画の定着を図り、さらには一校一人の常勤という都道府県なみの線に落
ち着けば､現場で実際に外国人と触れる機会がそれだけ多くなるから、国際理解の一助となり、
国際性を養う事を目標とする英語教育もより一層の充実があるものといえる。
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